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1．光ファイバーケーブル敷設国
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2才．仕様書

2含・－1．光スプライスコネクタパネル

2台－2．ブランクプレート

2台－3．、光コネクタプレート

ユ合一4．片端STコネクタ付ケーブル

乙竜一5．中継箱



昌号 品名 畝旦 前著

1 本体シャーシ 1

2 本体カパー 1

3 前面郎アクリル頓 1

4 上田アクリル頓 1

5 本体取付亀R 2

6 ツマミネジ（Å） 2

7 ツマミネジ（B） 2

8 タクト 4

9 スプライストレイ 3 固執∝S㈹∞3626人をき煎3叔

1 0 コネクタパネル 6 オプション

1 1 丸サラ小ネジ 2 レ6×12 （添付品）

1 2 E IAロゼットウツシャ 2 I点・ （酌 品）
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1．構造（塗装色．相賀）

CS LAN FuCK　共通仕様書

2．′タイプ別仕様

CS LAN Rack　（標準構J筑）

P／N 外形寸法（H x W x D） 総頭毘 実装雨期寸法

CS　7 110 1000×700×700 8 ∠1 K g 2 0 ∪

CS　7 115 1500×700×70 0 1 0 3　 K g 2 9 ∪

CS　7 120 2000×700×700 1 3 0　 K g 4 2 ∪

CS　8 120 2000×700×805 1 3 6　 K g 4 2 ∪

偶成表

番号 品 名 相買 処理

1 11フレーム アルミニウム押出H 5Y6．5／目釘別封
ハンマーネット

2 マウントフレーム スチーんフレート乙9 m Hl．5　半ツワ

3 ボトムフレーム スチールプレート2．0．2．9 m M 5　半、：坤

4 トップフレーム スチーんプレート2．0 m M ．5　半ツワ

5 トップカ／卜 スチーんフレート1．2 m 51‘8／仁5（蕃山摩）
ハンマーネット

6 FANフランクパネル スチーんプレート1．2灯用 5Y8／仁5（捏釘鰹）
ハンマーネット

7 ワイドカバーA作部胡乱1 スチーんフレート1，2m 5Y8／1．5（姫日照）
ハンマーネット

8 サイドカ什刊上下掴凱 スチールフレート1．2 mn 51－8／1，5（近日軽）
ハンマーネット

9 リヤカ／卜 スチーんフレート1．2 m 51′8／1．5（道心喀）
ハンマーネット

1 0 フランワパネル スチールフレート1．2 m 5、／8／1．5（近日坦）
ハンマーネット

1 1 スリットパネル スチールプレート1．2 m 5Y8／1．5（造型担）
ハンマーネット

1 2 アブ」ルフロントドアアルミニウム押出Mアクリんプレート3．0 mm
SY8／1．5（鞍山惰）
ハンマーネット

1 3 スチールフロントドアスチーんプレ」＼1．2 m 5Y8／1．5（遊山峠）
ハンマーネット

1 4 フロントケープル／卜 スチーんプレ1 ＼2．3 m l什5　半ツヤ

1 5 サイドケーブル／卜 スチーんフレート2．3 m 廿5　キッド

1 6 ACタクト

1 7 コンヒントプラク

1 8 フ戸ンコニット スチーんフレート1．2m 5Y8／1．5（近日埠）
ハンマーネット

1 9 フアンコニット スチーんフレート1．2 m 5Y8／1．5（近山搾〉
ハンマーネット

2 0 タクトフランク スチーんプレ十、L Zm 5YO／1．5（近日坦）
ハンマーネット

2 1 配線タクト アルミニウムフレート2．0 m 5Y8／仁5（進む惰り
ハンマーネット

2 2 チャンネルベース スチーんプレ1 、2．3m M ．5　半ツや

2 3 チ∀ンネルペース スチーんプレート3．2m 肌5　半ツP

注記坪疏ハンドルはカギ付です。

タキケン製キーNo．0050

CS LAN Rack　（ベ一三ノックタイプ）

P／N 外形寸法（HxWxD ） 総垂罠 実装萄効寸法

CS　B　710 1000×700×700 5 5　Kg 2 0 ∪

CS　B　715 1500×700×700 6 4　Kg 2 9 ∪

CS　B　720 2000×700×700 7 8　Kg 4 2 ∪

CS　B　820 2000×700×805 8 4　Kg 4 2∪



3．パネルマウント規格（EIA規格‥米国電子工業規格）

下図のようにCS LAN RACKのパネルマウントはEIA規椙となっています。
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4．フロントドア開閉寸法

下図のようにフロントドアを開閉させ
るため635mmを確保してください。
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5．サイド・リヤカバー取タトし詳細

サイド・リヤカ／ト取タトしのためには
下図のようlこ150mm以上は保してく
ださい。

サイドカバー
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3 4 7 （D 8 0 5 ）

7．接地端子（フレームクランド端子）

（フ［コニノト）

使用ネ三月こついて

（D六角ボルト

（ヨ　ナット

③　スブリンクワッシ17

④平ワッシャ

⑤歯付産壷

M8×30‥　1ケ

M8用・　　・2ケ

M8用…　‥1ケ

M8用…　‥　2ケ

M8用‥・‥1ケ
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●CSLANRACK
人と設置環境にスッキリ調和し、拡張性に優れ、
メンテナンスが容易です。

※簡易防音タイプへの対応も可能

●24インチラックはキーボードや20インチCRTを無理なく収納

●24インチラックと19インチラックの連結が可能

●ラックの連結も簡単、支柱の共有によりスッキリしたデザイン

●フロントドアの開閉、サイドパネルの着脱が容易で効率のよ
いメンテナンスが可能

●耐震構造により、1．56まで安全性を保ち、チャンネルベースは
4方向よりケーブル導入が可能

●FANは低騒音タイプを天板に3個または6個取付可能

●配線ダクトはケーブル導入後でも後付けが可能

●コンセントは抜け止めタイプを使用しプラグの脱落を防止

C S 7 1 1 0 －（X ）（Y ） 10 2 6 ．5 7 00 7 0 0

19 ”

2 0 U

C S 7 11 5 ・（X ）（Y ） 14 2 8 7 0 0 7 0 0 2 9 ∪

C S 7 12 0 －（X ）（Y ） 2 0 0 0 7 0 0 7 0 0 4 2 ∪

C S 8 1 15 1（X ）（Y ） 14 2 8 7 0 0 8 0 5 2 9 ∪

C S 8 12 0・（X ）（Y ） 2 0 0 0 7 0 0 8 0 5 4 2 ∪

C S 8 92 0・（X ）（Y ） 2 0 0 0 8 0 0 8 0 5
2 4 ”
4 2 ∪

C S 9 9 2 0 －（X ）（Y ） 2 0 0 0 8 0 0 9 0 0 4 2 ∪

×：A＝アクリル扉あり， X ：S ＝スチール扉あり　　　　　 Y ：連結敷

×：0＝扉なし．　　X：B＝扉・側板・東根・背面板なし



●システム構築に表連な19インチパネルユニット



立言

●HSLANBOX

●FSLANBOX

S軌◆慧霊讐慧
東京情純ネットワーク部
〒105東京新港区芝2丁目2書17号

電話03（3454）7323

大阪情報ネットワーク部

〒550大阪市西区阿波座2丁目1番4号

t括06（537）3770

中部支社

〒467名古屋市中村区大間3丁目1書18号

電括052（459）1614（名古屋KSビル）

九州支店
〒812橋同市博多区祇園町4－13

電括092（282）3808（博多ゼネラルピノ招F）

●本体部の開閉で作業性、メンテナンス性が向上

●オプションの組み合わせであらゆるLANケーブリングに対応

●収納内容に応じた各種サイズを用意　　　　　（mm）

H S 1 2 0 2 6 0 0 6 0 0 18 0 1 2∪

H S 1 5 0 2 75 0 6 0 0 18 0 1 5 U

H S 18 0 2 9 00 6 0 0 18 0 1 8 U

H S 2 10 2 10 5 0 60 0 18 0 2 1∪

H S 2 4 0 2 12 0 0 6 0 0 1 80 2 4∪

H S 12 0 3 6 0 0 6 0 0 2 7 0 12∪

H S 1 5 03 7 5 0 6 0 0 2 7 0 15∪

H S 1 8 03 9 0 0 6 0 0 2 7 0 18∪

H S 2 1 0 3 1 0 5 0 6 0 0 2 7 0 2 1∪

H S 2 4 0 3 1 2 0 0 6 0 0 2 7 0 2 4 ∪

●コネクタパネル取付部の開閉により、融着作業が容易

●バリエーションは36芯まで敵意可能

●コネ クタJ㈲ tこよ婚 種 コネクタに対応　 （叩 朽

′■・1、、、′牽塾．、‾こしニー■二、∃ 凛 ．、ラ三・亨≧シ巨壬‡二．J盲も去、奉賛与きき㌻覆 、・こ、′′・二習

FS OO12 4 0 0 3 4 0 9 0 1 2芯

FS OO24 4 0 0 3 4 0 12 5 2 4芯

F SOO36 4 0 0 3 4 0 16 0 3 6芯

FS lO 12 4 0 0 3 4 0 5 7 12芯 は6芯まで可能）

※機能向上のため、

●このカタログに関するお問い合せは、下記の営業担当へ‥・

制作年月日　平成9年3月
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（1／5）

1．概説

本仕様書は、ユニット型光ファイバケーブルについて規定する0

表1．ユニット型光ファイバケーブル

項　　　　　 目 仕　　　　　　　 ．．　　 梯

品　　　　　 名 2 4 G I －U L － L A P

光ファイバ種別 G I 型 （E G 6 ）

光ファイバ尤、線 2 4　心

2．構造

2．1光ファイバ心繰

衷2．GI型光ファイバ心根の構造

項　　　　 目 仕　　　　　　 様

コ　　　 ア

材　 質 石英ガラス

コア径 6 2 ．5　 ±　 3　 〟爪

クラッド

材　 質 石英ガラス

タラッド径 1 2 5　 ±　 3　 上川

被　　 覆

材　 質 アタリレート及び川コツ及びナ巾ン

外　 径 0．9　 ±　 0 ．1　 mm

偏　　 心　　 率 6　 ％　 以下

非　　 円　　 率 6　 ％　 以下

関口敷　くN A ） 0 ．2 7 5　 ±　 0 ．0 1 5
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2．2光ファイバユニット

表3．光ファイバユニットの構造

項　　　　　 目 仕　　　　　　　 様

光ユニットテンションメンバ 約1．0 …座の鋼線t

光　 ユ　 ニ　 ッ　 ト　集　 合

テンションメンバの周囲に光ファイバ心線

及び緩衝材を図1，のとおり乗合し、適当な

押え巻施す。

2．3　ケーブル

表4．ケーブル本体の構造

項　　　　 目 仕　　　　　　　　 様

テンションメンバ P E 被覆の2．6 mm少の鋼線

乗　　　　　　 合 テンションメンバの周囲に光ファイバユニット

及び介在紐を図2．のとおりに集合する

押　　 え　　 巻 プラスチックテープ等を施す

外　　　　　　 被 標準厚1．7 mmの黒色L A P シース

ケーブル本体外径 約　 1 7　 mm

ケ　ー　ブ ル 重 丑 約　 2 4 0　 kg／km

※ケーブルには適当な方法で製造社名，製造年を連続表示する。
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介在紐
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3．吉鼓別

3．1光ファイバ心根

表5．光ファイバユニットの光ファイバ心綿の班別

光ファイバ心根Nn 光ファイ〆心線色

1 膏

2 黄

3 緑

4 赤

5 紫 ・

6 白

3．2光ファイバユニット

表6．光ファイバユニットの識別

ユニット甑 粗巷テープの色 心数

1 音

6

2 ・黄

3 緑

4 赤



（5／5）

4．特　性

4．1光ファイバ心根

表7．光ファイバ心根の特性

項　　 目 特　　　　　 性

伝 送 損 失 3．5 dB八m 以下 （入＝0．85〝m）

1．5 dB／k吾以下 （入＝1，3　上川）

伝 送 帯 域 200MHz・km 以上 （入＝0．85〟m）

600MHz・km 以上 （入＝1．3　〃m）

4．2　ケーブル

表8．　ケーブルの機械特性

項　　　　 目 特　　　　 性

許 容 張 力 1 9 6 0 N　 （2 0 0 kgr）

許容曲半径 1 7　0　mm

以　上
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きき．光ファイバーケーブル性能検査表

3孝一1．光ファイバー減衰試験

3号－2．Pingによる光ケーブル試験



1、工事件名

高エネルギー物理学研究所PF入射器棟増築電気設備工事

2、測定日　　平成8年8月10日　　　天候　晴れ

3、測定者

4、測定機器名称

松井　宏憲

中野　隆行

機 器名 称 メー カー名 （機 種名 ） シけル番 号

光　　 源 P H O T O M　 2　3　5 －

光テス ター P H O T O M　 2 3　5 －

デ ミづ アイハ寸 P H O T O M　 l O O G 9 1 106 10



光ケーブル試験測定方法

1、光ケーブル試験測定方法

GI型・SM型光ファイバ心線に、光テスターを使って伝送損失を測定し測定値が

標準値以下の値であることを確認する。（総回線損失法）

．t

2、標準値計算

（GI型光ファイバ）

（1．3FL m）⇒（1．5＊L）＋（0．1＊N）＋（1．0＊M）＝標準値（dB）≧測定値（dB）

（0．85IL m）⇒（3．0＊L）＋（0．1＊N）＋（1．0＊M）＝標準値（dB）≧測定値（dB）

凡　例

（1．3）〃m（0．85）〃m＝測定波長

L＝被測定ファイバ長　　（単位はKm）

N＝被測定ファイバの中間接続箇所　（単位は箇所）

M＝被測定ファイバのコネクター接続個数　（単位は個）

3、Pi n測定　　　　光源よりダミーファイバを経由しコネクター（J／J）で光テスターを

接続し光信号を送出してPi nを光テスターで測定する。

＝　■一望聖■■■■■■■－－



4、P o u t測定　　　ダミーファイバーと被測定ファイバをコネクター（J／J）で接続し

光信号を送出し、被測定ファイバ端末にコネクター（J／J）で

光テスターを接続しPo u tを光テスターで測定する。

5、測定値計算　　Pou t値（dB）－　Pin値（dB）＝測定値（dB）

6、良否判断　　　測定表に”良”，”否”で記入
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1．試験方法

弊社よりPingの打てるTCP／I P端末を、対向で用意し10Ba s e－FLによる

Ping通信の可否で、試験を行うことに致します。

具体的には、下図のように持ち込みの光MAUを取り付けた10Ba s e－T HUBを

対向で取り付けそこから端末をつなげて、中央制御室から各セクターに向けて通信を行っ

ております。尚、今回のPing試験は、64Byteのパケットが3回以上連続で通ったも

のに対してのみ、合格にすることと致しました。

中央制御室

‘型白．一二1っ
Ping端末

2．試験結果

入射器室

Ping端末

次項に光ケーブルの試験結果を添付する。

各セクタのaブロックbブロックそれぞれに敷設してある24芯光ケーブルに対して合否

を記入してます。

試験結果、24芯×2＝48芯、全て問題なく通信が可能であることを確認致しました。

以上



高エネルギー物理学研究所様　御中

Pingによる光ケーブル試験結果

作成年月日　平成8年9月03日

住友電工株式会社

光 八；チ噂 ルナ川 ’一 セ ク タ 3

－a 0 1 ，0 2 A
【コ

0 3 ，0 4 A
ロ

0 5 ，0 6 A
Iコ

0 7 ，0 8 A
ロ

0 9 ，1 0 －－－ ∠ゝ
ロ

1 1 ，1 2 A
ロ

1 3 ，14 A
P

1 5 ，1 6 A
lコ

17 ，1 8 A
ロl

1 9 ，2 0 ∠ゝ
ロ

2 1 ，2 2 A
【コ

2 3 ，2 4 A
【コ

－b 0 1 ，0 2 ノゝ
［コ

0 3 ，0 4 A
ロ

0 5 ，0 6 A
Iコ

0 7 ，0 8 A
ロ

0 9 ，1 0 A
Iコ

1 1 ，1 2 A
Iコ

1 3 ，14 ．∠ゝ
rコ

1 5 ，1 6 ．∠ゝ
ロ

17 ，1 8 A
口

1 9 ，2 0 A
ロ

2 1 ，2 2 ．∠ゝ
口

2 3 ，2 4 ∠ゝ
口

＊合＝Ping試験合格、否＝Ping試験不合格
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◆住友電設株式会社
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■サービス概要

弊社では、ネットワークシステムをご利用頂くお客様の立場でネットワークの機器

及びソフトウェアを選定、販売しております。

また、ネットワークインテグレーションサービスとして、ネットワークシステムの

設計、施工、導入・設置、保守、配線管理等の構築・運用に際しての様々な工程に

応じたサービスメニューをご提供しております。

弊社では、ご導入頂いたネットワークシステムの発展性・将来性を考慮しながら、

安心してネットワークをご利用頂くことを目的としております。

お客様に熟練したネットワークシステム管理者がおられない場合でも、容易にネッ

トワークシステムの維持・運用ができるよう、保守サービスをご提供しております。

こ；吉‾・．
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■サービスの基本内容

1．基本サービス

弊社より納入させて頂きました製品が、無償保証期

間中又は無償保証期間夕障おいて故障した場合に、

無償又は有償にて修理させて頂くための基本サービ

スです。

基本サービスの中には、

がございます。

2．年間契約保守サービス

システムの障害発生時にご連絡を頂き、まず、弊社

技術員が電話にて障害解決にあたります。また、電

話対応で解決不可能な場合は、現地に出向き障害解

決にあたるサービスです0

さらに本サービスをご契約の場合は、

のオプションサービスがご利用丁削ナます0

4．CAD図面データ保守サービス

削土が、構築、導入させて頂くネットワークシステム

の図面データに対しては、全てCAD化いたします。

ネットワークシステムの導入後にお客様のシステム

に増設、変更が生じた場合に、これを最新のテ」タ

として定期的に提供するサービスです0

データの提供形態には、

がございます。

5．配線保守サービス

弊社が納入させて頂いたネットワークの配線システ

ムに対する障害復旧サービスです0このサービスは

ぉ客様のさまざまなご要望に応じて、その都度契約

条件を設定させて頂きます0



■基本サービス

1．無償保守サービス

弊社より納入させて頂きました製品に、無償保証期間中に故障が

発生した場合は責任を持って無償修理するサービスです。

l基本条件

●無償保証期間：

・ハードウェア…・12ケ月

・ソフトウェア…・最長6ケ月

・サービス形態：

・弊社営業日の【9：00～17：30】

・センドバック方式

・修理期間…・最長60日

2．有償保守サービス

弊社より納入させて頂きました製品に、無償保証期間外に

故障が発生した場合は有償にて修理するサービスです。

このサービスには次の2つのサービスがございます。

・随時保守サービス

・お客様の要請により、その都度指定場所に出向き保守を行う

場．センドバック保守サービス
・弊社あてに故障晶を送付して頂くか、又は、弊社より先に
代替品を送付して故障品と交換して頂くサービスです。

1基本条件

・契約方式：オンコール方式でその都度のご請求

●サービス形態：弊社営業日【9：00～17：30】

・サポート範囲：弊社納入システム

●そ　の　他：障害発生時は年間契約保寺のお客様を優先
させて頂きますので、緊急性を有するお客
様には、できる限り年間契約保守をお奨め
いたします。

3

S鹸
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■年間契約保守サービス

1．年間契約保守サービス（定額保守契約）

この契約により、迅速かつ確実な保守対応サービス
をご提供いたします。

l基本条件

●契約期間：1年単位

●サービス形態：サービス時間帯により、次のように
分類されます。

（A）基本料1…基本保守サービス（1）

祝祭日及び年末年始（12／29～1／4）を除く

月曜日～金曜日の【9：00～17：30】

（B）基本料2…基本保守サービス（2）
土日・祝祭日を含む【9：00～17：30】
ただし、年末年始（12／29～1／4）は除く

（C）拡張料1…基本保守サービス（1）内の24時間サービス

24時間受付のみの対応も含む

（D）拡張料2…基本保守サービス（2）内の24時間サービス

24時間受付のみの対応も含む

（E）拡張料3…24時間・365日保守サービス

●サービス範囲：原則として弊社納入システムといた
します。

●保守範囲外の規定

以下の業務は、別途有償になります。

・お客様の故意、又は過失により発生する作業

・お客様の接続装置等の仕様変更に伴うソフトウェア
の変更作業

・天災地変、その他延焼による火災、暴漢による破壊
電力系による障害、動物等による影響等、いずれの
責に帰することのできない事由により発生する作業

・改造、オーバーホール

・システムの移設及びそれに伴う点検

・契約保守時間以外の作業

2．定期点検保守サービス

年間保守契約のオプションとして契約されるもので弟

定期点検は、使用機器・回路・運用条件・故障履歴を

考慮した点検内容で、消耗品の交換・点検清掃・現用

及び予備の機能確認・測定等を実施し、潜在的故障を

早期に発見すると共に、システムの高稼働率を維持す

るためのサービスです。

l基本条件

・点検　回　数：1回／年
・平日定期点検：【9：00～17：30】
・休日定期点検：【9：00～17：30】

3．リモート保守サービス

年間保守契約のオプションとして契約されるもので

リモート保守は、お客様のネットワークシステムに

衆回線等の経由で弊社メンテナンス・センターからお

客様のネットワークシステムの診断サービスを行う保

守サービスです。

リモート診断サービスには、ネットワーク機器の機能

確認・障害切分け、ネットワーク運用状況の確認・異

常監視 （長時間監視はインターネットのみとさせて頂

きます）ならびに、ネットワーク機器の設定情報の確

認・変更等を実施し、異常があれば、お客様へのご連

絡とともに対応させて頂きます。

（A）…・基本保守サービス（1）

祝祭日及び年末年始（12／29～1／4）を除く

月曜日～金曜日の【9：00～17：30】

（B）…・基本保守サービス（2）

土日・祝祭日を含む【9：00～17：301
ただし、年末年始（12／29～1／4）は除く

（C）＝‥基本保守サービス（1）内の24時間サービス

24時間受付のみの対応も含む

（D）…・基本保守サービス（2）内の24時間サービス
24時間受付のみの対応も含む

（E）‥‥24時間・365日保守サービス

リモート端末によりアクセス
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■運用支援サービス

1．常駐支援サービス

弊社技術員がお客様のオフィスに常駐しネットワーク

システムに対する維持・運用全般に関し、協力・代行す

るサービスです。

l基本条件

・契約期間：6ケ月以上（契約単位は6ケ月）

・サービス形態：月曜日～金曜日【9：00～17：30】
（祝祭日・年末年始を除く）

・サポート範囲：弊社納入システム

・その他事項：常駐者用作業環境はご提供下さい。
事務処理・朝告のため1回／月、
弊社側で勤務。

2．定期訪問サービス

l基本条件

・契　約　期　間：6ケ月以上（契約単位は6ケ月）

・サービス形態：月曜日～金曜日（祝祭日・年末年始を除く）
の決められた日【9：00～17：30】

・サポート範圃：弊社納入システム

・その他　　：作業環境はご提供下さい。

5
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44か

■CAD図面データ保守サービス

弊社ネットワーク管理システム（SEMNetManager）を

ご導入頂いたお客様に対し、ネットワーク管理システム

用CADデータとそれに付随する属性データの更新サー

ビスです。

2．他C ADシステム用データ提供サービス

弊社でCAD化されたデータを、お客様のCADシステム

へ変換可能なデータ形式としてご提供するサービスです0

3．図面での提供サービス

弊社でCAD化されたデータを、定期的又はお客様の

ご要望により、図面としてご提供するサービスです0

1基本条件

・お客様のご要望に合わせて、その都度提供内容を決
めさせて頂きます。
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さ．扉＼

■保守サービス体制

メンテナンスセンター

■主要サービス拠点

♂

0ク

く戸
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■主要拠点

●北　海　道　地　区：札　幌

●東　北　地　区：仙　台

●関東・甲信越地区：東　京

●中部・北陸地区：名古屋

●関　西　地　区：大　阪

●中国・四国地区：広　島

●九州・沖縄地区：福　岡

※製品によっては東京・大阪・名古屋

の主要サービス拠点からのサポート

になる場合がございます。


